
 

―８７― 

 

 金子豊美議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位７番、議席番号３番、

金子豊美議員。 

  （３番金子豊美議員登壇） 

○３番 金子豊美議員 おはようございます。 

 きょう、11月29日木曜日午前11時、東西五十

川舟場跡を若い世代にも継承する目的とともに、

対岸の田園風景や葉山を望観する場所に癒やし

の場となる休み場を設置し、地区の文化と歴史

を生かした水辺の空間を創出する目的で、五十

川渡船場跡記念碑建立除幕式が現地で行われて

います。致芳地区民、長年の願いの一つが長井

市心のまちづくり活動推進補助金を活用し、長

井市当局初め国土交通省山形河川国道事務所長

井出張所初め、多くの方々のご支援により挙行

されたものです。 

 また、11月４日には、致芳地区文化祭におい

て地区民による素人演劇「にわか座」による

「和して芳しきを致せ」が公演されました。こ

の演劇は、ことしが明治元年から数えてちょう

ど150年に当たり、また現在の建物が建設され

て30周年を迎えたことから実施されたものです。

明治のころ、致芳地区が長井村だったころの話

で、明治34年に起きた長井村での大事件をきっ

かけに致芳という名前がつけられるまでのさま

ざまな出来事を７つの場面を中心に、中学生か

ら80代までのスタッフ、キャストで演じたもの

です。この脚本についても、地区民、関係者に

とって悲願の一つでしたが、さまざまな問題が

あり、ようやく時代の流れとともに、関係者の

皆様のご理解を得ながら公演することができた

ものです。 

 「和と活力のまち致芳 ～つなごう東西 結

ぼう絆 拓こう未来～」のキャッチフレーズの

もと、２つの事業そのものが致芳地区地域づく

り計画に関係する活動の一環として実施されて

います。長井市内６地区それぞれに地域づくり

計画が策定され、新年度より足並みをそろえて

活動に取り組むことになります。焦らず、気も

まず、心にゆとりを持ち、これまで先人が残し

てきた地域の歴史、文化を振り返りながら事業

に取り組むことが今後も大切なことだと思いま

す。私自身、心新たに一般質問をさせていただ

きます。 

 項目１、公共・民間複合施設の整備と適正な

財政運営について。 

 市内何カ所かで開催されたか把握しておりま

せんが、市長選挙を控えた中、時間のある限り

市内各地を回って開催したタウンミーティング、

大変お疲れさまでした。「～みんなで創る し

あわせに暮らせるまち 長井～ 未来への責任 

次世代につなぐバトン」と題した市民と市長の

タウンミーティング資料、内容として大きく５

つの項目に分かれており、１つ目は、人口の推

移、近隣市町村の人口増減数と率、人口減少が

まち、生活に与える影響をまとめた人口減少か

ら見える地方の危機について。 

 ２つ目は、10のリーディングプロジェクトと

総合戦略の現状、そして人づくり、仕事づくり、

まちづくりを中心としたリーディングプロジェ

クトの進捗状況を中心とした長井創生を進める

重点施策について。 

 ３つ目は、既存の施設、新規施設、インフラ

等施設、長寿命化分を含めた公共施設整備のス

ケジュール（予定）、公共施設整備計画につい

て。 

 ４つ目は、推計を含む全会計の人件費、借入

金返済額、公債費（普通会計）、借入金残高

（全会計・土地公社を含む）を中心とした財政

の見通しについて。 

 そして、５つ目は、まとめと、これらの実現

のための施策を中心とした「未来への責任 次

世代につなぐバトン」についてであります。 
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 この５つの項目は、これからの長井市の目指

すまちづくりをコンパクトにまとめ、わかりや

すい資料となっています。今回は、５つ目の項

目、「未来への責任 次世代につなぐバトン」

の中から、若者、子育て世代に魅力ある都市機

能の充実を図るため、子育て、スポーツ、文化、

健康、商業、アミューズメント等の公共・民間

複合施設整備を進めるの部分について、もう一

つは、過去15年以上にわたる行財政改革の教訓

から無駄や無理のない適正な財政運営を行うと

いう部分について質問をさせていただきます。 

 先日、市庁舎等建設調査特別委員会の行政視

察において、昨年４月併用開始となった富山市

の総曲輪レガートスクエアと新発田市に平成28

年度に開所したイクネス新発田の両複合施設を

視察してきました。少し長くなりますが、施設

の概要を説明させていただきます。 

 総曲輪レガートスクエアは、富山市が掲げる

コンパクトシティー政策の一環として、コンパ

クトシティー戦略によるまちづくりを進める中、

官民連携による健康拠点の整備事業として、中

心市街地の総曲輪小学校跡地を活用し、ＰＰＰ

の手法により公共施設（まちなか総合ケアセン

ター）と民間施設（専門学校）などを一体に整

備された複合施設とのことでした。 

 公共施設部分にあるまちなか総合ケアセンタ

ーには、おおむね産後４カ月までの母子を対象

としたデイケア、宿泊、教室にて産後ケアを提

供する産後ケア応接室、市直営の在宅診療のみ

を行う診療所「まちなか診療所」、医療や介護

の連携のための事業実施を行う医療・介護連携

室、病児保育事業やお迎え型病児保育事業を行

う病児保育室、児童発達支援や乳幼児の発達支

援相談を行うこども発達支援室、多世代にわた

る市民が参加できるイベント開設や、まちなか

保健室として利用される交流スペース「まちな

かサロン」、そのほかカンファレンスルームや

地域連携室、パティオ等が整備されていました。 

 民間施設としては、１つ目は、学校法人青池

学園、これは４年制の富山リハビリテーション

医療福祉専門大学校と調理技術、製菓技術、調

理師課程を学ぶ富山調理師製菓専門学校を含め

たものであります。２つ目は、定時制のコース

を備え、働きながら准看護師や看護師の資格取

得を目指すことができる富山市医師会看護学講

習所として開設された富山市医師会看護専門学

校、３つ目は、スポーツを通じた多世代間の交

流、高齢者の生きがいづくりや地域の健康意識

の向上を図り、市民の健康づくりを促進するグ

ンゼスポーツ、４つ目は、伝統産業の薬文化を

健康的な飲食で表現するカフェやコンビニエン

スストアと調剤薬局を併設し、地域住民の生活

を支える「ナチュラルカフェ広貫堂」と５階建

て立体駐車場が整備されておりました。 

 この事業は、ＰＰＰ（公民連携）により整備

されたもので、公共施設と周辺道路の拡幅工事

の整備（設計、建設、工事管理）については民

間に一括発注し、竣工後に買い取る売買契約を

締結、民間施設の敷地は市有地であり、30年間

の事業用定期借地権設定契約を締結したとのこ

と。複合施設の官民連携による相乗効果を期待

しているとのことでした。 

 新潟県の新発田駅前複合施設「イクネス新発

田」は、官民連携による駅前低未利用地の拠点

施設整備として都市再生整備計画（都市再構築

戦略事業）を活用し、図書館、多目的スペース、

こどもセンター、キッチンスタジオ、カフェ、

音楽練習棟を備えた行政棟と調剤薬局、コンビ

ニ、コインランドリー、観光案内所、イオンモ

ール、学生寮を備えた民間棟とがつながり、２

つで１つの機能を融合した複合施設により、ま

ち、人、活動を連携し、図書館を触媒とした和

の集積、継承、交流による新発田の顔づくりを

目的に整備されたとのことでした。 

 両市の人口と長井市の人口とでは大分規模が

異なるわけでありますが、私にとっては学ぶべ



 

―８９― 

き点が多かったように感じています。 

 長井市の公共複合施設については、ことしの

２月20日に長井市公共複合施設整備市民検討委

員会での議事録や基本計画案、基本計画配置図

案、配置イメージ図案について資料をいただき、

公共施設整備課より説明を受けたところです。

基本計画の作成に向けて着々と取り組みがなさ

れていることと思います。 

 最初の質問ですが、「未来への責任 次世代

につながるバトン」の中から、若者、子育て世

代に魅力ある都市機能の充実を図るため、子育

て、スポーツ、文化、健康、商業、アミューズ

メント等の公共・民間複合施設整備を進めると

のことで、タウンミーティング資料の最後に、

中心市街地活性化のイメージ図の中にもあるよ

うに、新市庁舎建設予定地と公共複合施設予定

地、民間企業の土地を含む区域がイメージ図の

中に示されています。新市庁舎建設から公共複

合施設の建設と公共施設整備計画に沿って進め

られていると思います。 

 しかしながら、イメージ図で敷地内に先に述

べられているように、子育て、スポーツ、文化、

健康、商業、アミューズメント等に関係する公

共・民間施設も掲載されています。そのことか

ら、中心市街地活性化の一環としてイメージ図

にある敷地内全体を活用する方向で進んでいる

と私は感じております。だとすれば、今回の富

山市や新発田市の複合施設のように敷地内全体

を対象にした公共・民間複合施設整備の計画を

立てて事業を進めるべきと思います。そのほう

がより公民連携の相乗効果が期待されると考え

られますが、市長の見解をお伺いします。 

 次の質問ですが、過去15年以上にわたる行財

政改革の教訓から、無駄や無理のない適正な財

政運営を行うという部分について質問をさせて

いただきます。 

 以前もお話ししたことがあったかもしれませ

んが、私も公民館主事時代、行財政改革の中で

仕事をさせていただきました。事業費を毎年

10％や５％減らされ、コピーや印刷は当然両面

印刷、暖房が壊れても、すぐには購入できず、

中古品で我慢。部品がない中、修理また修理で、

職人さんにも大変お世話になったものでした。

当然社会資本の整備も進まず、公民館にも苦情

が来る時代でした。当局の努力を初め市民のご

理解、ご協力を得ながら、今ようやく落ちつい

た財政運営が行われるようになり、ほっと一息

つけそうな感じがしていますが、今後、公共施

設整備計画に基づき事業を進めていく上で、財

政負担が大きくなるかとは当然のことだと承知

しています。 

 市当局としては、国や県のさまざまな補助金、

交付金棟を活用して、またＰＰＰやＰＦＩ等の

導入を検討するなど、財政負担が少なく、より

効果的な整備ができるよう努力していることも

理解しております。しかし、市民の不安は募る

ばかりだと思います。市民は、さきの行財政改

革の苦労を忘れてはいないし、二度と繰り返し

たくないと思っていると感じています。多くの

市民の理解を得ながら事業を進める上で、今回

のタウンミーティングのように市内各地に出向

いて説明することが、今後も大切なことだと思

います。 

 未来への責任として、過去15年以上にわたる

行財政改革の教訓から、無駄や無理のない適正

な財政運営を行うという市長の決意に期待する

とともに、今後一層慎重な財政運営に努められ

るべきだと思います。改めて市長の考えをお伺

いします。 

 項目２、ふるさと長井会の今後について。 

 第39回関東致芳会総会が11月10日、西日暮里

のホテルを会場に開催され、約80人の参加者が

交流を深めました。席上、会長より、来年11月

の第40回総会をもって会を発展的に解散する旨

の話がありました。その後は、ふるさと長井会

の会員と総会等の事業を活用しながら交流を続
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けることが会を解散しても関東致芳会の活動が

継承されることになるとの話もありました。 

 以前話をしましたが、これまで致芳地区内の

獅子舞や五十川獅子踊り、にわか座による演劇

公演や花笠踊り隊による交流はもちろん、長井

市心のまちづくり基金への寄附、ふるさと応援

大使やサポーターとして長井市の事業や、ふる

さと長井会の設立にかかわってきた経過もあり

ます。東京で開催されている市町村単位の県人

会の総会、交流会の記事が時々山形新聞に掲載

されていますが、参加については規模が異なる

ものの、60人から100人前後が多かったようで

す。毎年、関東致芳会総会には100人前後の参

加者がありましたが、今後はふるさと長井会の

総会や各事業にも関東致芳会から、これまで同

様の参加者が得られればと期待したいものです。 

 最初に、これまでの関東致芳会約40年の活動

について、どのように感じ、どのように評価し

ているのか、市長にお伺いします。 

 次に、今後、ふるさと長井会の事業はどのよ

うなことを予定してるのか、会員の勧誘等を含

めた広報活動、周知はどのように進めていくの

か、地方創生参事にお聞きします。 

 次に、項目３、幼児教育・保育の無料化の費

用について。 

 先日、全国市長会の会合で、来年10月に予定

されている幼児教育・保育の無償化の費用につ

いて、国と地方の負担割合が提示されたとの新

聞報道がありました。内閣府によると、無償化

の費用は計約8,000億円、原案では、私立の保

育所や幼稚園、認定こども園では、原則国が２

分の１、都道府県と市町村がそれぞれ４分の１

ずつ拠出する。公立施設の場合は全額市町村が

負担し、認可外施設は三者が３分の１ずつ出し

合う。地方負担分は来年の消費税増税でふえる

地方税収で賄えるとしているとのことでした。 

 市長会からは、事務負担もふえるのに、費用

負担まで押しつけられたら現場が回らない。無

償化は、国がやりたいと言い出した施策、費用

も国が出すべきだと反発する意見が続出したと

のことです。市長会は、全額国費負担を柱とす

る決議をまとめ、官房長官や関係閣僚に改めて

要望する予定とのことです。 

 税収増加分で予定した福祉施策ができなくな

ると訴える市長もいたようであります。あくま

で原案ということではありますが、今回の幼児

教育・保育の無償化に関する地方の負担額提示

が長井市に及ぼす影響について市長の見解をお

伺いします。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 金子議員から大きく３点ほどの

ご質問、またご提言をいただきました。 

 それでは、順次お答えを申し上げます。 

 まず最初に、公共・民間複合施設の整備と適

正な財政運営についてということでお答えを申

し上げます。議員のほうからは、公共施設等整

備計画に基づき着々と事業計画が進められてい

るが、公共・民間複合施設の整備については、

公民連携相乗効果が必要と考えるが、今後の事

業の進め方について問うということでございま

す。 

 まず最初に、タウンミーティング資料のイメ

ージ図に掲載している公共・民間複合施設建設

予定地の敷地内全体を対象とした公共・民間複

合施設整備の計画を立てて事業を進めることが

より公民連携の相乗効果が期待されると思いま

すが、いかがですかというご提言でございます。 

 タウンミーティング資料の中心市街地活性化

のイメージ図として、建設に向けて具体的に進

めている長井駅舎と一体となった新市庁舎と多

機能型図書館と子育て世代活動支援センターか

ら成る公共複合施設を中心とした施設のイメー

ジ図を記載いたしました。これはあくまでもイ

メージ図ということで、これは敷地が長井市の
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土地である山形鉄道の旧敷地内、これは長井市

の土地なわけですが、予定しておりますといい

ますか、計画をイメージしておりますところは、

株式会社グンゼさん本社の土地と、それから協

同薬品工業株式会社さんの土地ということで、

２社とも、私ども事前にいろいろ、これは数年

前、三、四年前から話し合いを進めておりまし

て、おおむね全面的にご協力いただけると。た

だ、事業の進め方については、やはりグンゼさ

ん側あるいは協薬さん側、それぞれ考え方が違

いますので、これらについて今詰めているとこ

ろでございます。 

 新庁舎は、国の支援制度を活用し、市が主体

となり、駐車場と市道敷地をグンゼさんからお

譲りいただき、整備を進めてまいる計画でござ

います。子育て世代活動支援センターと多機能

型図書館を合築した公共複合施設につきまして

は、議員からありました新発田市のイクネス新

発田と同じ都市再生整備計画事業、これは立地

適正化計画を今年度立てているわけでございま

すが、これを立てることによって、来年度から

５年間の都市再構築戦略事業を活用させていた

だいて、民間に建てていただき、それを市が買

い取ると。いわゆるＰＰＰ方式により建設しま

して、民間の創意工夫も取り入れることができ

ないか現在検討を行っているところです。 

 イメージ図にその他記載した商業施設、健康

増進施設、体育館、屋内運動場につきましては、

あくまで想定イメージの段階でございますけれ

ども、公共と民間企業が連携と分担をし合い、

行政では建設が難しいさまざまな施設を融合す

ることで、敷地内全体と中心市街地のにぎわい

との相乗効果が大きく期待されると考えており

ます。ただ、このたびの新庁舎と公共複合施設

等の敷地は、繰り返しになりますけれども、ま

だ現在のところグンゼさんと協同薬品さん所有

の敷地であるため、民間企業のご意向を十分反

映し、官民が一体となった全体計画が重要と考

えており、これらを今進めようとしているとこ

ろです。 

 富山市の総曲輪レガートスクエアや新発田市

のイクネス新発田の複合施設は、ＰＰＰや官民

が一体となって計画を進め、成功した事例の一

つであると思います。長井市の市庁舎と公共複

合施設を計画しているこのエリア全体につきま

しても、官民が協力し、一体となってまちのに

ぎわいを創出できるように事業内容を検討して

進めてまいりたいと考えているところです。 

 なお、グンゼ通りを１本東側のほうに本町通

りがあって、これは、本町通りは今ご承知のと

おり街路事業ということで、いよいよ大詰めの

ところにかかりましたけれども、新たな商店街

あるいは新たなにぎわいをつくるための機能を

商店街の皆さんが苦労して、いろいろ努力され

ております。 

 加えて、市庁舎のある駅前どおり、これにつ

いては県道でございますが、ぜひ県のほうから

ご協力いただきながら、県道も本町の街路事業

が終わった後、街路事業にということで我々は

要望しておりますし、以前から県との協議の中

では、そうしていくことが一番理想的だという

ことで進めておりますので、そんなことで中心

市街地の活性化を、一方で宮・小桜街区につい

ては、今のままの町並みを生かして、芸術文化

等々のまち、あるいはあら町も含めた十日町周

辺が重要文化的景観として観光・交流の場とし

てにぎわうことを目標として進めているところ

でございます。 

 続きまして、この一番最初の質問の２番目で

ございますが、財政に対する市民の不安を取り

除き、多くの市民の理解を得ながら事業を進め

る上で、より慎重な財政運営に努めながら、タ

ウンミーティングのように今後も市内各地に出

向いて説明することが大切だと考えますがとい

うことでございます。 

 金子議員からは、地区公民館の主事をなさっ
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たときの財政再建の行革の厳しいやり方につい

ても一部ご紹介がございましたけれども、本当

にあの時期は大変だったと思います。私も、行

革なもんですから、この行革が終わったら、次

どうするかということの準備を職員の皆さんと

議論しながら進めてきたんですけども、同時に、

できるだけ多くの地区に、あるいはこちらから

お願いして座談会を開いていただいてタウンミ

ーティング、これは膝を突き合わせて、いろん

なことを話ししようと。そこでお叱りを受けな

がら、とにかく今、財政再建をすることが先決

なんで、ご理解、ご協力くださいということを

ずっとお願いして、本当にありがたい市民の皆

様のご理解、ご協力と、あと議会もそれにご協

力いただいたということで、今の財政状況にな

ったわけでございまして、二度とこういうこと

はあってはならないということで、私も肝に銘

じていきたいと思っております。 

 したがって、財政の健全化をこれからもどう

進めるかということが大きな行政運営の柱であ

ります。そういった意味では、金子議員おっし

ゃるように、繰り返しになりますけど、平成13

年から17年まで、長井市行財政改革推進実施計

画に基づきまして、職員給の削減、市債の発行

抑制と繰り上げ償還、建設事業休止、補助金を

含む経常経費の一律削減など、あらゆる財政再

建策に取り組んでいただきました。 

 さらに、平成18年から、いよいよ最後の仕上

げとして平成22年までの長井市自立計画と集中

改革プランにより財政健全化の取り組みを行い、

その後も皆さんにご負担をおかけする時期がし

ばらく続きました。私もそうでしたけども、副

市長やら総務参事初め市のこの議場にいる幹部

職員は、このときの苦労というのは本当に身に

しみついておりまして、二度とこういう思いを

しないようにと肝に銘じて、ただし、やっぱり

これから市民の皆様の今までのご協力に応える、

そういったこともハードがやっぱり主なものと

して今重くのしかかっておりますので、そうい

った意味では、タウンミーティングはしたいと

ころなんですが、なかなか厳しいなというのが

実態でございます。 

 おかげさまで公民館関係の皆様を含め、市民

の皆様のご理解、ご協力によりまして、市財政

が改善して、普通会計の決算状況を平成10年度

と29年度の比較で申し上げますと、人件費が29

億6,000万円から21億6,000万円、これは８億円

削減できたと。あと公債費、これは起債の借金

の額、毎年返す額ですが、17億6,000万円から

10億4,000万円、その12年がピークで29億円と

いうのがあったんですが、大体そのあたりは、

その次に大体十七、八億円というのがずっと続

いたんですが、現在は10億4,000万円に、約７

億円以上削減できたと。また、平成26年３月の

長井市第五次総合計画では、かつての教訓を踏

まえまして、前期計画の目標を平成30年度の実

質収支の黒字と交付税措置のない公債費の負担

額を10億6,000万円としておりましたが、29年

度決算の実質収支は黒字でありましたし、実質

的な公債費は約８億3,000万円、２億3,000万円

少ないということに何とかすることができまし

た。前期計画の目標はクリアできる見込みでご

ざいます。 

 また、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律による財政の健全化を判断する比率につい

ても、現在の比率は早期健全化基準や財政再生

基準を下回り、市の財政は一定の健全度を保っ

ております。平成18年は27.7％、平成30年度は

11.3％ということで、本当にその数字も考えら

れないほどよくなってるということでございま

すが、今後、本格化する公共施設整備等につい

ては、公共施設等整備計画に基づき進めてまい

りますが、これまで以上に情報の収集に力を入

れ、国、県に積極的に相談して補助制度を最大

限活用していきます。 

 同じく、起債についても交付税算入のある有
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利な起債を活用するなど、将来への負担を軽減

するために全力を尽くして不断の努力を行って

まいりたいと。ここが一番のポイントだと思っ

てるんですね。そのために、やっぱり我々は本

当に東京はもちろんですが、仙台も山形も全国

走り回って、これを実現するために努力してい

かないと。じゃないと、漫然と市の負担の大き

いものを市民の要望だからなんて次々やったら、

あっという間にまたもとのもくあみになってし

まうというふうに考えています。 

 後年度の公債費については、交付税算入額を

除く実質的公債費について、長期にわたる償還

予定額を的確に見積もることにより、計画的な

償還を目指します。さらに、日常の財政運営に

おいては、無駄と無理を削減するとともに、限

りある財源を適切に配分することによって財政

の健全度を保ってまいりたいと考えております。 

 なお、先ほど申し上げましたけども、市民の

皆様に対する説明につきましては、金子議員の

おっしゃるとおり、重要なことと認識しており

ますが、今年度のようなタウンミーティングを

毎年開催することは日程的にかなりハードにな

るんで、私も体力の続く限りチャレンジしてみ

たいと思いますが、ことしは４月から呼びかけ

て、28回しかできませんでした。本当は全地区

したかったんですが、豊田地区、致芳地区の一

部ができなかったところがあるなと。あと致芳

地区も一部できなかったのかなと。呼びかけて

おりますが、やっぱり地区長の皆様とか、ある

いは地区内の組織の皆様にご協力いただかない

と、なかなか我々が直接働きかけてもお越しい

ただけないということでございますので、これ

が課題なのかなと。したがって、「あやめＲｅ

Ｐｏ」とか市報のほかに、それとホームページ、

フェイスブック、それから動画とか、あらゆる

媒体を利用しながら市民にご理解いただくよう

にしていきたいと思っております。 

 事業費と起債額が確定して市債の元利償還予

定が固まるまで、まず今年度、来年度やっぱり

一番は公共事業費が実施設計しないと固まらな

いんです。そうすると、議会のほうも皆さんか

らご質問いただきますけど、事業費がどうなる

かというのは、なかなか基本設計でも確定しま

せんので、こういったことがあるんで、次回行

くときはやっぱり１年後ぐらいに行って、具体

的なお話をしたいなと。あとは、きのうの質問

でもございましたように、小さな拠点というこ

とで、こちらのハードを求める声がもちろんこ

れから出てきますから、そこをどういうふうに、

どのような手法でやっていくかと、どこまでや

るかということも今後、公共施設等整備計画の

後期に間に合えば入れたいんですが、どこまで

できるかだなというふうに考えております。 

 次の２点目のふるさと長井会の今後について

ですが、議員おっしゃるように、来年の40回の

総会をもって関東致芳会が発展的に解散をして、

ふるさと長井会の会員として活動する方も多く

いらっしゃるということで、ふるさと長井会に

対する期待と今後の方向性を問うということで

すが、議員からは、まずこれまでの関東致芳会

約40年の活動についてどのように感じ、評価し

ているかというところでございます。 

 関東致芳会は、議員からもございましたよう

に、昭和55年、1980年に関東近辺に在住してい

らっしゃる致芳小学校の卒業生のふるさと会と

して会員相互の親睦と故郷致芳との交流事業等

を行い、よって、相互共栄を図ることを目的に、

初代会長の菅野力蔵さんを選任されて、上野グ

リーンパークを会場に約200名の参加者をもっ

て設立されたとお聞きしてます。あと、多いと

きには会員が1,000人ほどにもなりまして、平

成10年ごろまでは、アヤメ観光ツアーや致芳公

民館文化祭ツアー、葉山森林公園ツアー、ふる

さとを訪ねる旅行を企画されて、故郷での交流

も深めてこられました。近年は、地元致芳地区

の皆様が交流実行委員会を結成しまして、総会
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にあわせバスツアーなどを計画して、獅子舞、

演劇などを披露するなど深く交流をなされてお

り、総会には私も参加させていただきましたが、

致芳地区で生まれ育った皆様の熱い団結力に感

激いたしました。 

 昭和40年代の高度経済成長期に期待を胸に上

京した方が関東致芳会の会報に、田舎から出て

きた私にはカルチャーショックで、都会になれ

るまで毎週のように東京の先輩や友人と会い、

お国言葉で思い出やいろんなことを語り合いま

したと記されておりました。きっとこの方は、

関東致芳会の皆様との語り合いが励ましになっ

たと深く胸を打たれました。 

 ことし９月に発行の関東致芳会報において、

第15代会長の當麻蓁さんが、致芳中学校が閉校

になって久しく、市全体で北中、南中となり、

その卒業生がもう50代の現在、致芳地区のきず

なは強くあっても、長井という輪の中でのきず

なに前向きに取り組む時代になっております。

致芳会の前途も高齢化、少子化で若い会員がい

ない状況から、ふるさと長井会への移行を考え、

来年の40回総会を最後の総会としたい旨を書か

れていらっしゃいます。 

 近年は、総会には100名弱の参加者とはお伺

いしておりますが、ことしまで39年の長きにわ

たり、多いときでは500名の会員が参加し、ふ

るさと致芳を思いながら、地元致芳地区の皆様

を交え、深い交流を深めていらしたことに敬意

を表するものでございます。来年度以降は、ふ

るさと致芳への思いをふるさと長井会の思いと

して、ぜひともふるさと長井会でご活躍いただ

ければ幸いでございます。 

 ちょっと長くなって緊縮ですが、私のほうか

ら一つだけ、関東致芳会については、私も若い

とき、職員のときに、あのときは高橋忠三とい

う方が会長で、関東致芳会に出席したことがあ

るんですね。30歳ぐらいのときだったと思うん

ですが、その圧倒的な団結力とパワーというの

にすごくびっくりしました。当時、齋藤伊太郎

市長だったんですが、何とかこの関東致芳会を

母体にして、周りのまちというのは、まち全体

の県人会といいますか、市人会みたいなものが

ありましたので、それをつくろうとしたんです

が、なかなかつくれなかったんです。それぐら

い関東致芳会というのは団結力が強くて、ほか

の地区の人たちが一緒にやれるような雰囲気じ

ゃなかったんじゃないかと私は思いますね。そ

れが今回、ふるさと長井会を皆様につくってい

ただいたということでございますので、ぜひ関

東致芳会の思いをふるさと長井会につなげても

らえるようにお願いしてまいりたいなというふ

うに思っております。 

 最後のご質問、ご提言でございますが、幼児

教育・保育の無料化の費用についてということ

で、こちらは市長会会合に原案として提示され

た幼児教育・保育の無料化に関する地方の負担

額提示が長井市に及ぼす影響はということでご

ざいますが、幼児教育無償化については、よう

やく最近になって具体的なものが少しずつ出て

きてる状況です。最初は、消費増税にあわせて

来年の10月からこれの無料化を実施するんだと

いうことで、私どももこれはすばらしいと思っ

たわけですが、徐々にそのタイトなスケジュー

ルと、あとその中身が何だと、私はちゃんと国

に物を言ってますからね。ただし、国の専権事

項である憲法９条のことを議場で言っても、こ

れはいたし方ないわけでございまして、ですか

ら、これは本来国がきちんと方針としてまとめ

て、そのために消費増税するわけですから、今

回のように、幼稚園、保育園を一定程度、３歳

以上になるわけですけども、全額国だったはず

なのが、消費増税分で市町村は財源ができたか

ら、それで半分は国でするけど、半分は県と市

町村で分けてやれと。これはどういうことかと。

あと、私どもも、ことしの春に29年度中に要望

として上げましたけども、例えば私どもの致芳
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児童センターも含めた、５つの児童センターが

あるんですが、これは今回の政府原案から見る

と完全に対象外なんですよ。これはおかしいだ

ろうということで、これは対象になるようにと

いうふうにずっと言ってきてて、これはなるだ

ろうというふうに県も我々も考えておったんで

すが、そういうのは対象外だとか、非常にそう

いった意味では、しっかりと国に対して責任を

放棄するなということを言っていかなきゃいけ

ないと。 

 このたび全国市長会の会合で財源や費用負担

についての原案が示されたということで、地方

の負担額が提示されたことに対して反対意見が

出るということですが、緊急提言として我々市

長会、福島県の相馬市の立谷市長の会長のほう

から、直接全市長、区長に文書が来まして、至

るところで国に対して、これは何だと、反対だ

と、ちゃんと消費増税の部分できちっと手当て

をしろということをいろんなあらゆる場面で言

っていこうということを話し合っておりますの

で、私のほうも一緒になって、そういう行動を

しながら、まだまだ国は制度設計の段階ですか

ら、さまざまな不確定要素があると思いますが、

今後の推移を注意深く見守っていくということ

と同時に、仮に消費税の増収分というのはある

んですね、その部分について福祉の財源に回す

ことができるものと思っておりましたが、やっ

ぱり保育料の無料化に向けてどうなるかわから

なかったので、ですから、来年も本来であれば

医療費についても、ゼロ歳児から高校生まで全

て国がやっぱり持つべきところなんですが、周

りの市町村が高校生の医療費無料を少しずつや

ってきてますので、もし可能だったらそちらに

回せないかなと考えておりましたが、まず平成

31年度は、このままだとなかなか高校生の部分

は無理なのかなと今考えているところでござい

ます。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘地方創生参事。 

○竹田利弘地方創生参事 今後のふるさと長井会

の事業や会員の勧誘等を含めた広報活動などに

ついてお答え申し上げます。 

 ふるさと長井会は、会員相互の親睦を図ると

ともに、ふるさと長井との交流及び情報交換を

密にし、長井市の発展に寄与することを目的に

平成28年10月８日、会員数363人で大田区蒲田

のプラザ・アペアを会場に設立されたものでご

ざいます。 

 ふるさと長井会の事業でございますが、今年

度の総会で決定されました平成30年度の活動方

針を読み上げさせていただきます。引き続き総

会の実施や会報の発行などを通して、会員相互

の親睦を図るとともに、各部会による活動をよ

り活発にし、ふるさと長井の発展のために会と

してできることを着実に実行していく。また、

会員相互のさらなる交流の促進や新たな会員確

保のために必要な情報発信の方法について、長

井市とともに検討を進めると定めておりました。 

 具体的な活動について５つの部会ごとにそれ

ぞれ行っておりますので、その一部についてち

ょっとご紹介させていただきたいと思います。

まず、総務・広報部会でございますが、総会の

開催や11月23日に初めて実施いたしました新宿

神楽坂で本会幹事が経営している飲食店で、会

員相互の親睦を図る山形名物の芋煮会を60人の

参加者をもって開催したところでございます。 

 また、子育て・教育部会では、日本の依存薬

物の第一人者で、ＷＨＯのアジアの代表委員と

しても活躍されている寺泉出身の星薬科大学薬

物依存研究室特任・名誉教授であられます鈴木

勉部会長が、あす11月30日、長井小学校の６年

生と致芳小学校の５・６年生を対象に長井の心

育成プロジェクト「世界に飛び出そう！」と題

した出前講座を開催いたします。これは各会員

の得意分野を、次世代を担う長井の子供たちに

世界でも最先端のことを学んでいただこうとい

う思いから始まったもので、昨年に引き続き２
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回目となっております。このことにつきまして

は、教育・子育て部会では、毎年やはり出前事

業は継続していきたいというふうに考えている

ものでございます。 

 観光・移住部会でございますが、これは来年

３月でございますが、長井市の観光や移住、ふ

るさと納税をＰＲする目的で、都内の有楽町近

辺になると思いますが、有名書店とタイアップ

してブックカバーを配布することにあわせ、店

頭での観光や移住、ふるさと納税のパンフレッ

トを配布するなどのイベントを計画してござい

ます。 

 また、産業部会でございますが、10月26日、

27日に本会の幹事がかかわっている大田区異業

種交流会の方々13名が長井市の高校や企業など

を訪問し、意見交換を実施したほか、担当課と

部会役員の方々で何度も情報交換を行うなど、

活発に活動してございます。 

 青年部会につきましては、毎月定期的に都内

で集まりを持ちまして、青年部会、60人ほどお

られまして、ほかの会は非常に青年層の方が薄

いということなんですけども、長井会の特徴と

して60人ほどおられる青年部会、20代から50代

の方が中心でございますが、会の目的にもある

ように、自分たちが長井の発展のために何がで

きるかなどを活発に議論を行いまして、実践的

にはドンキホーテ大森山王店での山形フェアの

協力や長井の飲食店主を大田区の長井市東京事

務所に招聘しての芋煮会を開催するなど、頻繁

に事業を展開してるところでございます。 

 最後になりますが、会員の勧誘等を含めた広

報活動、周知につきましては、総務・広報部会

におきましても重要な活動と位置づけられてお

ります。現在の会員数は470人と、設立された

当時よりは30％ほどふえておりますが、会の役

員の皆様は、もっともっとふやして、みずから

できることを実践し、ふるさと長井に恩返しし

たいとおっしゃっております。具体的な方策と

しては、一番確実な方法ですが、会員の口コミ

による勧誘をこれからも積極的に行っていきた

いと。また、会報の配布はもちろんのこと、青

年部で行っているフェイスブックなどＳＮＳを

活用した告知を強化していくことが必要と会員

の皆様は考えておられるようでございます。 

 市としても、ホームページや「広報ながい」

などで積極的にふるさと長井会についてＰＲし、

来年をもって解散なさる関東致芳会の皆様にも

多くの方に入会いただけるよう、関東致芳会の

皆様とも情報交換を行っていきたいと考えてご

ざいます。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 いろいろとお答えいただ

き、どうもありがとうございました。時間もな

くなってきたわけですが、二、三再質問をさせ

ていただきたいと思います。 

 初めに、市長にお伺いします。先ほどのタウ

ンミーティング資料、これすごくわかりやすく

ていいという、地元の方からも評判がよかった

わけですが、かなり経費もかかってるとは思う

んですけども、やはり見る人、聞く人が見やす

い資料をつくっていただくというのが一番だと

思うんです。先ほどもあったように、これから

もタウンミーティング、今までのように20何カ

所をというわけではないんですけども、せめて

各地区に年に１回ぐらいは行っていただいて、

こういうわかりやすい資料を持参しながらお話

をしていただければなというふうに思ったとこ

ろでした。やはり言葉で聞くのと違って、実際

見てみると、財政的な面とか、いろんなものが

わかりやすくまとまって、一般の市民の方につ

いてはわかりやすいということだったもんです

から、今回この資料を使わせていただいて質問

をさせていただいたということであります。 

 １点だけなんですが、このイメージ図、先ほ

どあった民間の土地も含めた部分についてです

が、今すぐ全体的な計画を立てるというわけに
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はいかないかと思いますけども、できるだけ時

間をかけて当局のほうで思ってること、それか

ら民間のほうで考えてること、あと市民が実際

どういうものが必要なのかという、そういうも

のを把握をしながら敷地全体の中のイメージを

立てながら進めていったほうが、先ほどもお話

ししましたように、より官民の公民連携という

か、そういう相乗効果が目立って出てくるんじ

ゃないかなというふうに感じてるもんですから、

その辺について、もう一度確認させていただき

たいと思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 金子議員おっしゃったように、

当然民間の皆様と一緒になって、しかも民間の

土地を使わせていただいて一緒にやるというこ

とでございますので、これらについては今も進

めておりますけれども、来年からの都市再構築

戦略事業、こちらで５年間の事業のパッケージ

事業です。その中で、実は病院も補助対象、そ

れから公共複合施設、あとは新しい市庁舎の周

辺の道路とか、あるいはそれ以外のいわゆる都

市計画区域内の事業等々についても生活環境整

備として一部できますので、これらについて、

もう来年から事業を始めてまいります。 

 したがって、官民連携については、いよいよ

ことしから来年にかけて大体固めなきゃいけな

いということでございますので、その際には、

相手があることなもんですから、途中経過で議

会のほうに詳しく報告というのは難しいと思い

ますが、できるだけ金子議員おっしゃったよう

な、やっぱり市民にとって使い勝手のいい魅力

的な空間になるように、機能を持った施設にな

るように努力してまいりたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 なお、そのイメージ図はイメージ図で、実際

は全く違うものになるとは思いますが、ただ、

機能は基本計画の中で皆様にお知らせしてる機

能を持っていくという考え方でおりますので、

よろしくお願いいたします。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 ぜひよろしくお願いした

いと思います。 

 次に、竹田地方創生参事にお伺いします。致

芳会はまず解散する方向で進んでるわけなんで

すが、ふるさと長井会については、自分たちで

やれるものは自分たちでやる、ふるさとのほう

にも恩返ししたいというふうな趣旨はわかった

ところであります。現在、若い方もおられるも

んですから、そういうふうに活発な活動をやれ

るという状況にあると思うんですが、これから

先必ず波があるというか、そういう時期が来る

と思うんです。 

 そういったときに、やはり前回、いつの議会

だったか忘れましたが、鈴木富美子議員から、

地方からのツアーというか、交流団を仕立てて、

向こうの人との交流機会も必要ではないかとい

うお話がたしかあったと思うんです。今すぐと

は申しませんが、将来的にこちらからフラワー

都市交流のような形で１泊２日ぐらいで交流団

を募って行って、向こうの芋煮会にはまるとか、

さまざまそういったいろんな事業、市民との交

流ができるようなものも今後考えていったほう

がよいんではないかと思うんですけども、その

辺どのようにお考え、創生参事が大変だとすれ

ば、市長のほうにお伺いしてもいいんですが、

よろしくお願いしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘地方創生参事。 

○竹田利弘地方創生参事 お答えいたします。 

 過日行われました芋煮会の前に役員会理事会

が開かれまして、役員の方から意見が出た中で、

自分たちもできることはするけども、やっぱり

長井の方の、住んでる方の協力もないとできな

いことも当然あるので、長井の方との交流は、

ふるさと長井会の方がこちらに自主的に来て、

市民の方などと交流を深めて実践することもや

っていきたいと。ただ、長井の方が逆にそうい
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ったことを達成するために、長井の方がやはり

自主的に向こうに行って、例えば今回のような

芋煮会で料理を振る舞うとか、そういったもの

については積極的にやっていくべきこととも考

えられますので、長井会の役員の方とも議会で

こういった意見があったということはご報告し

ながら検討していきたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 ３番、金子豊美議員。 

○３番 金子豊美議員 ぜひいろいろ検討しなが

ら、よりよい交流ができるように努力していた

だきたいというふうにお願い申し上げたいと思

います。 

 最後になりますけども、幼児教育・保育の無

償化の費用について、先ほど市長のほうから答

弁いただいたように、やはり国でやれるものは

国でぜひやっていただくように、今後もいろん

な場面で交渉というか、市長には頑張っていた

だいて、できるだけ地方の負担が少なくなるよ

うに頑張っていただきたいということを再度お

願い申し上げ、一般質問を終わりたいと思いま

す。どうもありがとうございました。 

○渋谷佐輔議長 ここで昼食のため暫時休憩いた

します。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５８分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 

 

 赤間 広議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位８番、議席番号10番、赤間

広議員。 

  （10番赤間 広議員登壇） 

○１０番 赤間 広議員 公明党の赤間 広でご

ざいます。 

 まず初めに、このたびの市長選に４期目当選

されました内谷市長に対し、心よりお祝いを申

し上げます。今後とも、市民に寄り添った市政

運営にご尽力いただきますようお願い申し上げ

ます。 

 早速、一昨日の山新に大きく長井市の風疹対

策が報じられておりました。18歳から65歳まで

全額補助となることになりました。まさに時を

得た対策であります。市長を初め関係者に対し

て心より感謝申し上げます。 

 それでは、初めの質問です。先ごろの市長選

におきまして、四、五人の方より入場券がまだ

届かないなどの問い合わせがありました。発送

から有権者へ届くまでの流れを教えていただき

たいと思います。私が心配しているのは、有権

者の方々は市長選に限らず何度も投票をされて

おりますが、いつもより遅いと感じられたもの

と思われます。さらに、告示から１週間の選挙

戦であり不在者投票のことが心配されておられ

ました。たまたまこのたびは出張に行く予定が

なかったとのことです。さまざまなケースがあ

ります。住所は長井市にありますが、仕事の関

係で市外・県外に滞在しているなど、果たして

７日間のうちに投票行動ができるだろうかとい

うことでございます。 

 次に、このたびの選挙法改正により法定ビラ

の公費負担がなされました。金のかからない選

挙ということで大変よい制度であると思います。

このことについて市民の皆様にも知っていただ

きたいと思います。ぜひご説明をお願いしたい

と思います。 

 ３番目の質問は、11月16日夕刻、長井市の旧

あおぞら保育園の方から相談というか苦情があ

りました。内容は次のとおりです。午後２時過

ぎ子供たちがお昼寝しているとき、選挙カーが


